
井戸枯れから始まった地下水調査
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大野市の湧水地（清水）

本願清水御清水 (昭和60年に名水百選) (平成20年に平成の名水百選)

芹川清水 水舟清水 五番名水庵清水



郷土財として存在する地下水

平成14年度井戸実態調査

⚫ くらしと産業の水としての「地下水」

・約7,000本の井戸を通して生活用水が賄われている

・農業以外の産業の水源は全て地下水

⚫ 水が育む食文化
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⚫ 憩いの場としての「地下水」



井戸枯れから始まった地下水保全の取組

高度経済成長期【昭和40年代】

電源開発による河川流量の減少

農業基盤の整備による浸透量減少

繊維工業の発展

生活様式の変化

道路や屋根の融雪装置の普及

大野市の地下水問題の概要

地下水涵養量減少

地下水揚水量増加

井戸枯れ発生地下水位低下地下水位低下

年月日 件数 備 考

昭和４６年１２月 １９２件 市街地南部で発生

昭和５２年１・２月 約１，０００件 市街地南部を中心に発生

昭和５６年１月 約１００件 ５６豪雪で自衛隊が出動

昭和５７年１月 （件数不詳）

昭和５９年１・２月 ７２５件 ５９豪雪、同年１２月にも発生

人為的改変

S52・運搬給水

主
な
井
戸
枯
れ

市
民
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行
政
の

協
働
に
よ
る
取
組
が

ス
タ
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ト
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昭和30年代 昭和50年代 現在

御清水（おしょうず）

本願清水（ほんがしょうず）

地下水低下による清水の枯渇



地下水マネジメントの取組【観測・調査等】

病気（地下水障害）の予防や早期発見・早期治療（対
策）のために、年に1回健康診断を受診しましょう。

地下水の観測・調査等 健康診断

マメに・詳細に・継続してポイント

現在も継続中の観測

項目 内容

①水位
井戸18本/常時
井戸16本/毎日

②水質 41か所40項目/１回

③揚水量 用途別/年

④湧水量 ２か所/常時

⑤水温 井戸９本/常時

⑥地盤沈下量 １か所/常時

過去に実施した調査

1969年 賦存量調査

1978年 地下水収支調査

1996年 雨水浸透実験

2001年 人口池涵養実験

2003年 井戸実態調査

2010年 水田湛水調査（米の収量･土壌成分）

2011年 水田の減水深調査

2013年～大学との共同研究

地下水に関する観測・調査等

水循環の健康診断
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地下水マネジメントの取組【観測】

①地下水位の観測

観測経費（R5年度）
機械観測（業者へ委託）18本 約2,500千円
手計観測（市民へ委託）16本 約1,900千円

約4,400千円

機械観測 手計観測

⚫ 地下水域を面的に捉えて観測井を配置すること
が重要

⚫ 昭和51年から観測を継続
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図１　地下水位観測井位置図
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地下水マネジメントの取組【観測】

①地下水位の観測（手計観測）

毎日の計測と掲示 地下水注意報・警報の発令

⚫ 昭和51年の観測開始時から市民による観測を継続
（市職員のみでは人手が足らず住民の協力を得て観測）
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簡易観測井位置図（16本）

⚫ 今後、住民による観測が継続できるかが課題



地下水マネジメントの取組【観測】

②地下水質の観測

観測経費（R5年度）
41か所40項目／1回 約4,900千円

水質調査定点位置図 硝酸態窒素濃度の経年変化

・調査箇所は、水位と同様、地下水域全体を面的に捉えて設定することが重要。

・調査項目は、水道法による水道水質基準(51項目）より11項目少ない40項目。
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8,837千㎥

地下水マネジメントの取組【観測】

経費（R5年度）1回／年 約40千円

③地下水揚水量の推計（消雪用・農業用・水道用・建築物用・工業用）

・吐き出し口の直径5cm以上の井戸は実測値

・その他の一般家庭や事務所などは推計値
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地下水マネジメントの取組【観測】

経費（R5年度） ２か所／年 約730千円

④湧水湧出量の観測

赤・地下水位

青・湧出量

・「渇水流量」は比較的降水
量の影響を受けにくい

・「渇水流量」に注目すると、
出来事が見つけやすい
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地下水マネジメントの取組【観測】

⑤地下水温の観測

地下水温（井戸水温）の経年変化（H24～R３）

・平成24年から市内９本の観測井で
水温を観測

・いずれの井戸も上昇傾向

・生態系への影響

・地下水を原料としている食品加
工業への影響

懸

念

水環境の健全性を示す指標の一つ

市の魚「イトヨ」
生息環境水温20度以下

現

状
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大野市産ワイン・日本酒

地下水を原料としている飲料



地下水マネジメントの取組【観測】

⑥地盤沈下量の観測
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観測年度 単年沈下量 累積沈下量

平成29年度
（2017）

4.6㎜ 4.6㎜

平成30年度
（2018）

3.8㎜ 8.4㎜

令和元年度
（2019）

2.8㎜ 11.2㎜

令和 2年度
（2020）

3.1㎜ 14.3㎜

令和 3 年度
（2021）

4.4㎜ 18.7㎜

⚫ 平成29年から地盤沈下が生じやすい地位において、
地盤沈下量と地下水位を観測

【参考：他地点の水位】

観測経費（R5年度）
１か所／年 約300千円



地下水マネジメントの取組【観測の結果】

観測結果の共有
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経費（R5年度）市職員で作成

観測結果を用いた調査研究

⚫ 観測結果を用いて大学との共同研究を実施

研究成果報告会

委託費（R4年度）
４大学との共同研究 1,500千円
※地下水保全基金を1/2充当

大野市地下水保全基金

⚫ 地域の共有財産である地下水の保全に要するため、
平成12年12月に設置

基金の積立額（R4年度）
８件 約1,500千円



@hiroaki2410ご清聴ありがとうございました。

17大野市は、令和5年度星空保護区認定を目指しています。


